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いろいろな思い出、思いをもって、子供達は今日の始業式を迎えたので

はないでしょうか。保護者の皆様も、長い夏休み明け、いろんな思いを抱
え登校されたことを覚えておられるのではないでしょうか。元気いっぱ
い？そうとはいかず何となく重苦しい？特に変わりなく？如何だったでし
ょうか。いろんな思いはあるものの、時は流れ、季節は移ろっていきます。
流石に日中はまだまだ暑いですが、朝に夕に吹く風、空気は少し、涼し気
な感じがしませんか。明らかに秋が近づいています。 
さて、長く子供達をお家の方にお返ししておりました。それぞれの家庭

で過ごした夏休み、子供達にとって、きっと意味深く、貴重な体験があっ
たものと思います。この夏休みは「行動制限の無い、３年ぶりの夏」とな
りました。人々の活動も広く行われ、夏祭り、地方の花火大会等も全てで
はありませんが再開されていました。また、海水浴、山登り、プール、
様々なアトラクション施設も開園され、喜ぶ人々の姿が報道されていまし
た。お盆の帰省についても、流石に例年通りとはなりませんでしたが、少
しずつ以前に戻ってきた感じがありました。人々の笑顔や元気が広がった
感じがしました。ただ、このような中、新型コロナウイルス感染症の拡大
が心配な状況が尚も続いています。 
中番小学校としてもこのような状況から、各ご家庭に、子供達の朝の検

温、丁寧な健康観察を改めてお願いさせていただきました。また、夏休み
終わりの８月 22 日（月）から 28 日（日）の一週間、「児童・同居家族健康
観察アンケートメール」の方を実施させたいただきました。お忙しい中、
保護者の皆様には、その趣旨についてご理解をいただきご協力を賜りまし

たこと、誠にありがたく深く感謝申し上げます。子供達の様子が分かり大
変助かりました。本当にありがとうございました。 
さらに、先日の土曜日には改めて「【重要】欠席・遅刻連絡メール」につ

いてのお知らせとお願いをさせていただき、本日の朝、配信させていただ
いております。このことについては、児童の健康状況の把握の継続と朝の
慌ただしい中、保護者の方の学校への連絡についての負担軽減を考慮し実
施をさせていただきました。勿論、電話でも大丈夫です。保護者の方のご
都合に合わせてご利用いただきますようよろしくお願い申し上げます。 
今朝、校門で出会った子供達、少し逞しくなったかな。嬉しい限りです。

きっと新たな気持ちで取り組んでくれると思います。令和４年度始めの４
月、あの意欲に満ちた輝きを取り戻し、是非、2学期を歩んで欲しいと願っ
ています。2学期は教育活動が多くあります。オープンスクール、５年生の
自然学校、６年生の修学旅行、中番フェスティバル等、子供達にとっては
決して低くないハードル、それを越えていかなければなりません。私は
「断崖絶壁」、こう呼んでいます。自分の可能性を、自分の視野を広げるま
たとないチャンスです。目指すは更なる高みなのです。その為には、何が
何でもやりきる気概、強い意志、そして、誰一人取り残さず、全員で･･･、
という熱く、あたたかな思い。課題となる断崖絶壁を登りきり、その向こ
うに広がる新たな世界を全員で見たい、そこに生まれる達成感や満足感を
味わいたい、そう思います。子供達にとって、そんな２学期になるよう中
番小学校職員一同、新たな気持ちで取り組んでいきます。保護者の皆様の
ご理解とご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
新型コロナウイルス感染症については、日常的な感染対策（手洗い、消

毒、換気等）をきちんと行うことが何より重要であると考え、継続してま
いります。中番小学校は、子供達、保護者の皆様、地域の皆様と相互に連
携を深め児童にとって、「明日も行きたい！学びたい！学校」を目指し、
様々な教育活動を進め、共に歩んでいきたいと願っております。 

 あっという間の夏休み。2 学期の始まり！越えよう断崖絶壁!! 

－ Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


